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実施計画調書 新規 拡充 縮小 休止・廃止 現状維持令和２ 年度 事務事業評価（令和元度実施事業事後評価）シート ／ 令和３ 年度
整理番号 009　事務事業の基本情報 ☞　位置付けられている計画等または該当する根拠法令及び市条例等が複数ある場合，代表的なものを１～２個記入してください。

項 目 事業終期 決まっている 年度まで） 決まっていない 予算

担当部 教育委員会 担当課 スポーツ振興課 担当係 スポーツ振興係

会計名 一般会計 款事務事業名 スポーツ教室開催事業費 補助区分 国補 県補 市単

10 6 1 4

　事務事業の概要 ☞　予算事業全体について記入して下さい。

対象
全ての市民

内容・手段

①市教育委員会主催のスポーツ教室を社会体育施設の指定管理者へ業務委託し，事務の効率・削減に寄与するとともに市民の利便性向上に努める。
②指定管理者であるミズノと連携し，長年培ってきたノウハウを生かして充実した内容の教室にする。
③参加者からの意見の聴取，全ての市民の意識調査を実施し，ニーズを把握する。
④適切な指導者に依頼し，質の高い教室を維持する。目的

生涯スポーツ社会の実現を目指すとともに，全ての市民が明るく健康
で生活していくまちを実現する。

常総市まち・ひと・しごと創生総合戦略 その他の計画 名称 市の条令・要綱・規則等

位置付けられ
ている計画等

じょうそう未来創生プラン前期基本計画 市長マニフェスト「常総創生への道しるべ」
根拠法令及び
市条例等

国の定める法律 スポーツ基本法
常総市復興計画 市民等からの要望 国・県からの通達等

年度
指標及び目標値設定の考え方
（または設定できない理由）

教育委員会が主催する各種スポーツ教室の参加者数合計

　事務事業の実績　Ⓓ 担当課評価　Ⓒ ☞　実施したことによる成果や課題を記入してください。

　事務事業の主たる成果指標 ☞　数値目標の設定が困難な場合は，文言目標でも結構です。なお，設定が困難な事業は空欄とし，設定できない理由を分かりやすく・具体的に記入してください。

指標名 教室への参加者数 単位 人 目標値 1,200
目標
年次

令和４

平成29年度 60461 ２年間の主な事業内容（実績） 成
果 目標未達成

決算額
内
訳

特定財源 0
令和元年度は，硬式テニス教室とジュニアゴルフ教室が応募人員が少な
く開催できなかった。ジュニアゴルフ教室に関しては，4年間も開催できて
いない。応募が少ない教室については，現状を分析し，開催時期や日時，
場所等を考慮した開催を検討していかなければならない。一方で，スポー
ツ振興課職員の事務の効率・削減については一定の効果を見せており，
指定管理者への委託は今後も継続の必要性を大いに感じる。

1,358,872 円 一般財源 1,358,872 円

目標に対する実績値 1,024 人

（住民一人あたりの行政コスト）

円
前年度（平成30年度） 今年度（令和元年度）

・指定管理者へスポーツ教室開催業務委託
①柔道教室(前期・後期)　全24回
②剣道教室(前期・後期)　全24回
③ジュニアハンドボール教室(前期・後期)　全16回
④レディースゴルフ教室(前期・後期)　全14回
⑤硬式テニス教室　全8回
⑥卓球教室　全8回
⑦健康水泳教室　全32回
⑧アクアビクス教室(前期・後期)　全20回
⑨太極拳教室　全15回
⑩シェイプアップ＆ヨガ教室　全8回
⑪ウォーキング教室　全10回

目標に対する実績値

・指定管理者へスポーツ教室開催業務委託
①柔道教室(前期・後期)　全24回
②剣道教室(前期・後期)　全24回
③ジュニアハンドボール教室(前期・後期)　全16回
④レディースゴルフ教室(前期・後期)　全14回
⑤硬式テニス教室　全8回
⑥卓球教室　全8回
⑦健康水泳教室　全32回
⑧アクアビクス教室(前期・後期)　全20回
⑨太極拳教室　全15回
⑩シェイプアップ＆ヨガ教室　全8回
⑪ウォーキング教室　全10回
⑫ジュニアバドミントン教室　全7回

成
果
内
容
分
析

課
題

1,120 人

（住民一人あたりの行政コスト）

22 円

平成30年度 59995

決算額
内
訳

特定財源 0 円

目標に対する実績値 1,080 人

評
価
理
由

事務事業の方向性

担当部長評価　Ⓒ

1,100,000 円 一般財源 1,100,000 円
事務事業の方向性

23 円

令和元年度 59567

決算額
内
訳

特定財源 0 円

人気のある教室や本市の独自性ある教室以外に，社会問題にもなりつつ
あるロコモティブシンドロームの改善につながるような取り組みや，高齢者
の健康寿命を延ばすための教室を保健福祉部と協力して実施するなど，
多様性のある内容にしていく必要がある。科学的な要素を盛り込み，生涯
スポーツの実現に向けて取り組んでいきたい。

1,356,238 円 一般財源 1,356,238 円

拡充 現行どおり 縮小 休止・廃止

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

事
業
内
容

・指定管理者へスポーツ教室開催業務委託料の支出
①柔道教室(前期・後期)　全24回
②剣道教室(前期・後期)　全24回
③ジュニアハンドボール教室(前期・後期)　全16回
④レディースゴルフ教室(前期・後期)　全14回
⑤卓球教室　全8回
⑥健康水泳教室　全32回
⑦アクアビクス教室　全10回
⑧太極拳教室　全15回
⑨シェイプアップ＆ヨガ教室　全8回
⑩ノルディックウォーキング教室　全10回
⑪ジュニアバドミントン教室　全7回
⑫立腰体操教室　全8回

・指定管理者へスポーツ教室開催業務委託料の支出
①柔道教室(前期・後期)　全24回
②剣道教室(前期・後期)　全24回
③ジュニアハンドボール教室(前期・後期)　全16回
④レディースゴルフ教室(前期・後期)　全14回
⑤硬式テニス教室　全8回
⑥卓球教室　全8回
⑦健康水泳教室　全32回
⑧アクアビクス教室　全10回
⑨太極拳教室　全15回
⑩シェイプアップ＆ヨガ教室　全8回
⑪ノルディックウォーキング教室　全10回
⑫ジュニアバドミントン教室　全7回
⑬立腰体操教室　全8回

・指定管理者へスポーツ教室開催業務委託の支出
①柔道教室(前期・後期)　全24回
②剣道教室(前期・後期)　全24回
③ジュニアハンドボール教室(前期・後期)　全16回
④レディースゴルフ教室(前期・後期)　全14回
⑤硬式テニス教室　全8回
⑥卓球教室　全8回
⑦健康水泳教室　全32回
⑧アクアビクス教室　全10回
⑨太極拳教室　全15回
⑩シェイプアップ＆ヨガ教室　全8回
⑪ノルディックウォーキング教室　全10回
⑫ジュニアバドミントン教室　全7回
⑬立腰体操教室　全8回 評

価
理
由

市民の生涯スポーツへの関心がある一方，応募が少なく開催できなかっ
た教室もあるとのこと。今後も，子ども達の心身の健全育成と市民のス
ポーツ人口の参加拡大につながるような教室の開催を検討されたい。

☞　実施計画のみ作成する場合も記入してください。事務事業の改善点と理由　Ⓐ　

・教室開催については，応募者が殺到したものがある一方，応募者数が少なく，開催
できなかった教室もあった。今後は，市民ニーズに対応した教室の開催と，市民のス
ポーツ実施率向上のために開催種目や時期等を分析調査し，定期的に見直しを行い
継続していく。
・子どもから高齢者まで多くの市民がスポーツに触れる機会やきっかけづくりのため
にも，市内の指導者の活用と，指定管理者ミズノとの連携強化により，スポーツ人口
のすそ野を広げることに努めていく。

（住民一人あたりの行政コスト） 18 円

　実施計画　Ⓟ ☞　今後3年間について，何を・どの程度実施していくか具体的に記入してください。なお，予算額の『歳出の計』と『歳入の計』は一致させてください。

行政改革懇談会（市民）の意見

担当部長評価のとおりでよい。
目標値や指定管理の在り方などよくわからない面がある。幅広い年齢の市民に参加してもら
えるよう，需要をよく見極めて欲しい。なお，教室の運営にあたっては，新型コロナウイルス感
染症予防に十分配慮していただきたい。

成果
指標

指標名 教室への参加者数 単位 人 目標値

予
算
額

歳出 計 1,100

歳入

特定財源 0

千円 歳出 計

1,200 指標名1,200 指標名 教室への参加者数 単位 人 目標値

1,100 千円 歳出 計 1,100 千円

1,200
事
業
内
容

教室への参加者数 単位 人 目標値

千円

歳入

特定財源

一般財源 1,100 千円 一般財源

0 千円

計 1,100 千円 計

歳入

特定財源 0 千円

1,100 千円 一般財源 1,100 千円

1,100 千円 計 1,100 千円


